
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３１３０４

基盤研究(B)（一般）

2014～2012

エピソード記憶障害の神経基盤の研究－脳機能画像法による検討－

Neuroimaging assessment on neural underpinnings of episodic memory disturbance

７０２７１９１３研究者番号：

藤井　俊勝（Fujii, Toshikatsu）

東北福祉大学・健康科学部・教授

研究期間：

２４３００１０２

平成 年 月 日現在２７   ６ ２９

円    10,400,000

研究成果の概要（和文）：ヒトの記憶のメカニズムについては、海馬を含む内側側頭葉や、前脳基底部、視床といった
領域が、日常生活の記憶であり時間的文脈（いつ経験したか）と空間的文脈（どこで経験したか）を伴うエピソード記
憶に重要な役割を果たしていることが知られている。
　本研究では、特に前脳基底部損傷患者群（前交通動脈瘤手術後の患者群）を対象に、記憶課題と MRI構造画像を用い
た病巣との関連性の解析を行った。また、長期的な社会的転帰に関しても、患者の復職状況により評価した。詳細なMR
I構造画像の検討の結果、6名全例において両側の脳弓柱病変が認められた。一方、社会的転帰不良であった2名のみが
線条体病変を有していた。

研究成果の概要（英文）：It is well-known that the medial temporal lobe, basal forebrain, and thalamus 
have critical roles in episodic memory, which is accompanied by temporal and spatial context.
 In the present study, we focused on memory functions and damaged areas in patients after the treatment 
for the rupture of the anterior communicating artery aneurysm. All of the patients showed damage to the 
columns of the fornix. Among these patients with basal forebrain amnesia, those who showed poor prognosis 
in social activity had damage to the striatum in addition to damage to the fornix.

研究分野： 総合領域
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１．研究開始当初の背景 
ヒトの記憶のメカニズムについては、健

忘症候群患者を対象として脳の損傷部位と
記憶障害の関係を探る神経心理学的研究や、
健常者が記憶課題を行っている際の脳活動
を測定する脳機能画像法により、多くの研
究成果が蓄積されている。これまでの研究
により、海馬を含む内側側頭葉や、前脳基
底部、視床といった領域が、日常生活の記
憶であり時間的文脈（いつ経験したか）と
空間的文脈（どこで経験したか）を伴うエ
ピソード記憶に重要な役割を果たしている
ことが知られている。 
エピソード記憶の神経基盤における内側

側頭葉の重要性については、記憶機能に直
接的な役割を果たしているという点で理解
しやすい。すなわち、内側側頭葉の損傷で
は顕著な記憶障害が生じ、健常者の記憶課
題遂行中には内側側頭葉の活動が認められ
るため、内側側頭葉は記憶機能にクリティ
カルな役割を担っていると言える。その一
方、視床や前脳基底部については同様のこ
とが当てはまるとは言えない。視床損傷で
は、内側側頭葉損傷と同程度の顕著な記憶
障害が生じることが知られているが、健常
者の脳機能画像研究では必ずしも視床の賦
活が認められるとは限らない。ある先行研
究では、視床そのものが記憶機能を担って
いるのではなく、視床の損傷によって間接
的に内側側頭葉の機能が低下し、結果とし
て健忘を呈する可能性が指摘されている。 
前脳基底部の損傷では、内側側頭葉や視

床のケースとは異なり、重篤な記憶障害を
呈するケースは少ない。前脳基底部健忘の
特徴の一つとして、再生（間接的な手がか
りを元に、あるいは手がかりなしに記憶内
容を想起するプロセス）が障害される一方
で、再認（直接的な手がかりを元に記憶内
容を想起するプロセス）は比較的保たれる
ことが挙げられるが、この現象は記憶内容
そのものが失われているわけではないこと
を意味している。したがって視床性健忘の
例とは異なり、前脳基底部損傷は内側側頭
葉機能に影響を与えていないと想定される
が、それを直接証明するエビデンスはまだ
得られていない。また、前脳基底部健忘の
もう一つの特徴として、時間文脈記憶の障
害が挙げられる。ある記憶内容を再認でき
たとしても、それがいつ起こったのか、あ
るいは記憶内容同士の時間的前後関係がわ
からなくなるという症状である。ところが
健常者を対象とした脳機能画像研究では、
こうした時間的文脈情報の処理は前脳基底
部だけではなく、外側の前頭前野の関与も
示唆されている。つまり、時間文脈記憶の
障害が直接的な前脳基底部の損傷によるの
か、あるいは前脳基底部の損傷に起因する
外側前頭前野の機能低下によるのか、明確
なエビデンスは得られていない。 

 

２．研究の目的 
エピソード記憶障害を呈する患者、特に前

脳基底部等の損傷によりエピソード記憶障
害を呈する患者群の神経心理学的研究と、脳
機能画像研究を組み合わせて、出来事そのも
のの記憶（内容記憶）と、時間的文脈記憶、
空間的文脈記憶に関わる神経機構を明らか
にすることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）前脳基底部の損傷によって記憶障害を
呈する患者群における、時間文脈情報の記憶
障害を評価するための課題作成を行った。最
初に作成した課題では、物品・生物の写真が
一枚ずつ呈示され、被験者は写真が呈示され
たらボタン押しをし、呈示された写真をよく
覚えるように教示された。その後インターバ
ルをはさみ、先ほど呈示された写真とは別の
物品または生物の写真が一枚ずつ呈示され、
被験者は再度、ボタン押しをすると共に、呈
示された写真をよく覚えるように教示された
。その後の想起課題では、記銘課題で学習し
た写真に加え、学習していない写真が一枚ず
つ呈示された。被験者は呈示される写真が、
記銘課題の前半で学習した写真か、記銘課題
の後半で学習した写真か、あるいは学習して
いない写真かを3択のボタン押しで回答を行
った。 
 上記の課題によって時間文脈情報の記憶
成績を評価することが可能となるが、コント
ロール条件として場所文脈情報の記憶成績
の評価も可能な実験として修正を行った。す
なわち、実験の前半・後半のそれぞれにおい
て 2つの部屋を使用し、時間・場所の両方の
文脈情報の記憶の評価が可能となるよう修
正した。 
 
（２）前脳基底部損傷によって記憶障害を呈
した患者群を対象に、文脈記憶障害を評価す
る課題を施行した。一方、実験課題上の制約
から、課題遂行中の脳機能画像法により確か
な結論を得ることが困難であり、詳細な脳構
造画像法による検討を進めた。 
 
４．研究成果 
（１）健常被験者を対象とした予備実験を施
行し、天井効果がないように配慮し、一方で
脳損傷患者において床効果の影響を排除で
きるよう、刺激数や呈示時間などの条件に修
正を加え、臨床的にも妥当な実験課題を作成
した。 
 
（２）前脳基底部損傷によって記憶障害を呈
した患者群を対象に、記憶課題と詳細な MRI
構造画像を用いた病巣との関連性の解析を
行った。具体的には、前交通動脈瘤手術後の
患者群を対象に記憶検査を含めた神経心理
学的検査を施行した。また、長期的な社会的



転帰に関しても、患者の復職状況により評価
した。6 名の患者のうち、4 名は仕事を眷属
できていたが、残り 2名は復職不可能であっ
た。記憶障害は亜急性期に比べて慢性期には
ある程度の改善がみられた。記憶の再生に比
べて再認が保たれる傾向がみられた。MRI に
よる病巣評価では、6 名全例において両側の
脳弓柱病変が認められた。一方、転帰不良で
あった 2 名のみが線条体病変を有していた。
これらの結果から、脳弓柱病変が長期に持続
する健忘の責任病巣であることが示唆され
た。その一方、線条体病変は処理速度の低下
や遂行機能障害の責任病巣であり、これらが
長期的な転帰不良をもたらし可能性がある。 
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